
地
獄
絵
図
再
現

鬼

来

迎

虫
生
広
済
寺

　

地
獄
を
舞
台
に
し
た
因
果
応
報
、
勧
善
懲
悪
を

説
く
全
国
で
唯
一
の
古
典
的
地
獄
劇
「
鬼
来
迎
」。

　

今
年
も
地
獄
の
釜
が
開
く
と
い
わ
れ
る
月
遅
れ

の
盆
の
８
月
16
日
に
、
地
元
鬼
来
迎
保
存
会
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
仏
教
劇
を
見
よ
う
と
、
県
内
外

か
ら
大
勢
の
観
客
が
訪
れ
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る
地

獄
絵
図
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幕
間
で
は
鬼
婆
に
抱
か
れ
た
子
ど
も
は

健
康
に
育
つ
、
と
言
い
伝
え
の
あ
る
「
虫
封
じ
」

が
行
わ
れ
、
場
内
に
赤
ち
ゃ
ん
の
大
き
な
泣
き
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ご
　
う

ら
　
い

き

　

鬼
来
迎
は
演
者
は
も
ち
ろ

ん
、
舞
台
の
設
定
か
ら
衣
装

整
備
ま
で
、
す
べ
て
が
地
元

住
民
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。
平
成
３
年
に
は
東
京
国

立
劇
場
で
も
上
演
さ
れ
、「
こ

れ
は
素
人
の
芸
で
は
な
い
」

と
多
く
の
人
々
を
驚
愕
さ
せ

ま
し
た
。
劇
は
地
獄
の
責
苦

を
骨
子
と
し
た
「
大
序
↓
賽

の
河
原
↓
釜
入
れ
↓
死
出
の

山
」
の
四
段
と
、
広
済
寺
建

立
縁
起
を
物
語
る
「
和
尚
道

行
↓
墓
参
↓
和
尚
物
語
」
の

３
段
、
全
７
段
か
ら
な
り
、

上
演
時
間
は
約
１
時
間
30
分

で
す
。

　

舞
台
下
手
の
櫓
の
陰
か
ら

突
然
響
き
わ
た
る
、
鐃
鉢

（
に
ょ
う
は
ち
）の
音
と「
ホ
ッ

ホ
ッ
ホ
ー
」
の
奇
声
。
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
ざ
わ

め
く
見
物
客
た
ち
が
は
っ
と

顔
を
上
げ
る
と
、
い
よ
い
よ

地
獄
の
幕
が
あ
く
。
町
に
古

く
か
ら
伝
わ
る「
鬼
来
迎
」は
、

因
果
応
報（
い
ん
が
お
う
ほ

う
）、
勧
善
懲
悪（
か
ん
ぜ
ん

ち
ょ
う
あ
く
）を
説
く
、
全
国

で
唯
一
の
古
典
的
地
獄
劇
で
、

そ
の
起
源
は
約
８
０
０
年
前
、

鎌
倉
時
代
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ 遡
る

と
い
わ
れ
、
昭
和
51
年
に
は

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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